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4月 学習会 10月 G学習

5月 M 11月 学習会

6月 学習会 12月 M

7月 M 1月 学習会

8月 学習会 2月 G学習

9月 M 3月 M提出物とりまとめ

新1年生・日本語観察・継続生徒スタート

取り出し日程等決定ガイダンス生スタート

新1年生取り出し（DLA）にて決定、

ミーティングスタート（外担、教頭S、担任）

目標、ポートフォーリオ見直し

　　　　特定非営利活動法人日本語教育ボランティア協会について
　　　（通称ジャボラNPO）　1996年ボランティア団体発足

　　　　　2001年　NPO設立　当初はPTAと地域の仲間でスタート
　　現在、スタッフは、日本語教師、教育従事者、元学校の先生で構成
　　モット－は技術はプロ、心はボランティアの自称『プロボラ』集団

　　・外国にルーツのある子ども達への支援内容
　　《文部科学省事業》2009～201２年　定住外国人の子どもの就学
　事業。引き続き地域社会教育プロジェクトにおいて不就学、不登校の

　子供の学習支援と日本語支援を高丘にて行う。
　　《浜松市教育委員会事業》　日本語・学習支援業務委託（西北）

　　実施2013～現在に至る。
　

　ジャボラ通信 　2023年度　外国子ども支援　　HP　http://www.jabora-npo.com/

日本語・学習支援業務委託（西北）年間の流れ

♦2023年度外部研修、１夏♦

♦2023年度外部研修２、秋♦
《発達に困難を抱える外国人の子どもと保護者の支援者向け研
修会》　10月21日（土）　講師土屋賢治氏浜松医科大学
子どもの心の発達研修センター、大阪大学大学院連合小児発達
学研究科　特任教授
　　　　　テーマ2024年のメンタルヘルス基礎「4つのこと」
「グレーゾーン」って？に悩んで参加した研修会。内容が医学
と実際の事例を通しての支援技法。経験と勘だけでは通用しな
いというか判断すること自体危険。参加しなかったら今も誤解
したままだったかもしれない。研修に感謝。

ガーベラ花言葉・・・「希望」「前向き」「常に前進」

前期　注意点 後期注意点

支援時間残り確認　支援重点期間

支援重点期間

支援重点期間

支援重点期間

目標、取り出し、残り時間の確認

DLA記入開始　残り時間の確認

2023年度教え方研修会
本年度 テーマ

・１年生生の取り出し支援について
日本語支援も取り入れた教科との統合

《少年院における日本語教育の観点》 基礎教育保障学会

外国にルーツのある少年の在院人数。2021年1月以降は70名前後

（全体の5％）2022年4月の調査では82名（全体の6,7％）いると

の報告。在留外国人が増加する中で少年院内にも同様に外国に

ルーツのある少年が在院するようになってきていると推測。

外国にルーツのある少年院在院者向け社会適応プログラム開発

久里浜少年院

日常会話の日本語は習得できたが、漢字の読み書きがほとんど

できなかった少年。少年院で日本語も含め漢字の読み書きも可

能に至るまでの貴重な事例

瀬戸少年院 外国にルーツのある一人の少年

日本人少年と同様の指導が実施。言語化できない生きづらさを

抱えて、小年院に入院した。言語化できるようになるために独

自の矯正教育が実施され成功した事例。家庭の変動も彼らに不

安と葛藤を与えているとの事。そして何より彼らの為に手探り

で日本語教育にも関わる刑務官や先生方の少年達の再起の為に

行動する姿に寄り添いの中の厳しさを学んだ。

詳細は基礎教育保障学研究2023.第7号2023年8月号を読まれたし

基礎教育保障学会 https://jasbel.org/

《輝く子どもたち》
都田小学校のAさんは4月より基礎日本語の学習

を進めました。12月に40時間の支援を終了した時
は日常会話以外にも身近なテーマを用いて学習し
た定型表現を使い文章を書くことができるように
なっていました。Aさんの取り巻く環境を見てみると、
特に印象的だったのは担任の先生の温かいまなざ
しと声掛けです。Aさんの行動や様子を常に気にか
け、他の児童と同様に声を掛けていました。
次に印象的だったのは学校全体がAさんを見守っ

ていたことです。他学年の先生も気にかけていまし
た。
子ども自身の努力は重要ですが、個々の努力だけ

では伸びません。支援者の時間も限られています。
学校全体でその児童に関わることが、日本語学習
に限らず子どもが伸びる環境なのだと感じました。

袴田

《編集者のつぶやき》
外国人の子ども達の未来も、声のかけかた一つで世

界が大きく広がると思う。私は、「おはようございます」
や「ありがとう」と日本語で一声呼びかけた時,子ども
の表情を確認する。初めは分からない表情をしている
が、日々の声かけ・支援で理解し満面の笑みで挨拶が
返ってくるよう になる。小さな蕾が大きく育てば自然と
笑みがでるように、子ども達の「笑み」の蕾を私たち支
援者だけでなく、周りの大人たちも咲かせてあげる支
援を願います。

2023年度日本語・学習支援
１８校実施 支援実数124名
基礎教育実施生徒数 86名


